
世
界
最
初
の
原
子
炉
は
米

国
が
核
兵
器
製
造
の
た
め
に

つ
く
り
出
し
た
も
の
で
す
。

日
本
に
あ
る
原
発
は
ヒ
ロ
シ

マ
に
落
と
さ
れ
た
ウ
ラ
ン
爆

弾
の
原
料
と
な
る
死
の
灰
を

毎
日
製
造
し
て
い
ま
す
。
そ
の
死
の
灰
は
約
９

千
発
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
核
爆
弾
を
製
造
す
る
能

力
が
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は

自
然
界
に
は
な
く
、
人
類
が
つ
く
り
だ
し
、
半

減
期
が
２
万
４
千
年
と
い
う

恐
ろ
し
い
も
の
で｢

地
獄
の
神｣

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

日
本
の
原
子
炉
の
ほ
と
ん
ど

は
原
子
力
潜
水
艦
の
動
力
機

関
と
し
て
開
発
さ
れ
た
軽
水
炉
で
あ
り
、
ま
さ

に
原
発
は
核
兵
器
製
造
の
落
と
し
子
で
す
。

世
界
か
ら
核
兵
器
を
廃
絶

す
る
こ
と
が
急
務
で
す
。
核

兵
器
・
核
弾
頭
は
こ
の
地
球

上
に
２
万
発
以
上
存
在
し
、

日
夜
、
仮
想
敵
国
に
向
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
核

の
危
機
か
ら
世
界
を
守
る
た
め
に
、
核
不
拡
散

条
約
や
戦
略
兵
器
削
減
条
約
、
包
括
的
核
実
験

禁
止
条
約
な
ど
国
際
的
条
約
の
実
効
性
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
進
展
し
て
い
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
核
不
拡
散
条
約
に
は
米
、
露
、

仏
、
英
、
中
の
５
カ
国
が
加
盟
し
、
残
り
の
核

保
有
国
４
カ
国
は
未
加
盟
で
す
。
ま
た
、
ア
メ

リ
カ
は
臨
界
前
核
実
験
を
正
当
化
す
る
な
ど
抜

け
穴
だ
ら
け
で
す
。

日
本
は
核
兵
器
廃
絶
の
先
頭
に
立
ち
、
非
核
三

原
則
は
も
ち
ろ
ん
、
米
国
の
核
の
傘
に
依
存
す

る
安
全
保
障
体
制
を
や
め
、
憲
法
前
文
や
９
条

に
示
さ
れ
た
不
戦
・
非
武
装
の
世
界
外
交
に
徹

す
べ
き
で
す
。

核
と
原
発
は
人
間
と
共
存

で
き
ま
せ
ん
。
今
、
脱
原
発

１
０
０
０
万
人
署
名
を
は
じ

め
、
全
国
で
脱
原
発
の
声
と

運
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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連絡先
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で
す

核兵器も原発も廃絶！
ヒロシマ・ナガサキ66周年

あ
の
忌
ま
わ
し
い
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

へ
の
原
爆
投
下
か
ら
66
年
が
た
ち
ま
し
た
。

原
爆
の
放
射
能
に
苦
し
む
被
爆
者
が
い
る
な

か
、
今
度
は
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
大

事
故
に
よ
り
、
放
射
能
の
恐
怖
の
日
々
が
続

い
て
い
ま
す
。
日
本
は
唯
一
の
被
爆
国
と
し

て
、
ま
た
原
発
事
故
に
よ
る
被
曝
を
身
を
も
っ

て
経
験
し
た
国
と
し
て
、
率
先
し
て
核
廃
絶

・
脱
原
発
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
世
界
に
発
信
し

ま
し
ょ
う
。

原
発
は
核
兵

器
製
造
の
落

と
し
子

日
本
自
ら
が

核
の
傘
か
ら

離
脱
を

被
災
者
支
援
を
急
げ
、
放
射
線
被
害
を
拡
大
す
る
な
！

原
発
は
廃
止
、自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
へ
転
換
を
！

み
ん
な
の
声

と
願
い
は
脱

原
発

広島原爆ドーム
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今
年
度
の
最
低
賃
金
引
き
上
げ
額
は
全
国
平
均

た
っ
た
の
６
円
に
な
る
見
通
し
で
す
。
昨
年
度
は
17
円

ア
ッ
プ
の
７
３
０
円
。
し
か
も
、
「
で
き
る
だ
け
早
期
に

全
国
最
賃
８
０
０
円
以
上
」
を
め
ざ
す
こ
と
を
合
意
し

た
の
に
、
そ
れ
も
先
送
り
し
ま
し
た
。
最
大
の
理
由
は

「
震
災
」
で
す
。
復
興
の
主
役
は
企
業
、
経
営
あ
っ
て
の

雇
用
と
い
う
使
用
者
側
の
哲
学
が
労
働
者
側
の
生
活

再
建
論
を
押
し
切
っ
た
形
で
す
。

平
均
６
円
の
引
き
上
げ
と
い
っ
て
も
被
災
３
県

を
含
む
38
府
県
は
わ
ず
か
１
円
の
引
き
上
げ
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。
10
円
以
上
ア
ッ
プ
と
な
る
の
は
北
海

道
13
円
、
東
京
16
円
、
神
奈
川
18
円
の
３
県
。
そ

の
結
果
、
当
面
の
目
標
の
「
８
０
０
円
以
上
」
は

東
京
の
８
３
７
円
、
神
奈
川
の
８
３
６
円
の
２
県

だ
け
で
す
。

も
っ
と
も
東
京
、
神
奈
川
な
ど
９
都
府
県
は
、

こ
れ
ま
で
最
低
賃
金
が
生
活
保
護
を
下
回
る
逆
転

現
象
県
で
し
た
。
今
年
度
の
引
き
上
げ
で
東
京
、

京
都
、
広
島
で
逆
転
現
象
が
解
消
さ
れ
る
見
込
み

で
す
。
し
か
し
、
い
ぜ
ん
北
海
道
、
宮
城
、
埼
玉
、

神
奈
川
、
大
阪
、
兵
庫
が
生
活
保
護
を
下
回
る
水

準
に
残
さ
れ
ま
す
。

そ
の
一
方
、
佐
賀
、
長
崎
、
宮
崎
、
鹿
児
島
、

沖
縄
の
５
県
は
引
き
上
げ
後
も
６
４
３
円
と
全
国

平
均
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
生
活
保
護

以
下
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
貧
困
化
は
む
し
ろ
大
都

市
部
に
顕
在
し
て
い
ま
す
。

震
災
に
よ
っ
て
被
災
地
の
地
場
企
業
は
壊
滅
状

態
に
な
り
、
原
発
事
故
で
広
い
地
域
が
無
住
地
帯

と
な
り
ま
し
た
。
11
年
度
の
『
経
済
財
政
白
書
』

は
、
製
造
業
の
東
北
へ
の
部
品
依
存
度
は
２
％
。

被
災
地
を
含
む
震
災
の
影
響
と
し
て
、
全
体
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
供
給
率
が
１
％
程
度
約
６
兆
円
失
わ
れ
た
と

試
算
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
派
遣
・
期
間
工

な
ど
、
１
１
０
０
万
人
に
上
る
年
収
２
０
０
万
円

以
下
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
が
生
活
の
ガ
マ
ン
と
無

理
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

時
給
８
０
０
円
は
年
収
に
す
る
と
１
５
０
万
円

程
度
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
の
最
低
ラ
イ
ン
す
ら
も

認
め
な
い
企
業
は
退
場
す
べ
き
で
す
。
復
興
は
働

く
人
々
の
生
活
再
建
・

復
興
を
基
本
に
お
き
、

そ
の
上
で
企
業
再
建
へ

と
つ
な
げ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん

新社会
お問い合わせ先

２
０
１
１
年
度
最
賃
引
上
げ

震
災
理
由
に
た
っ
た
の
６
円

38
府
県
は
１
円
の
引
き
上
げ

都
市
部
に
集
中
す
る
貧
困
化

生
活
再
建
最
優
先
の
復
興
を


